
　

３
月
28
日
、
市
内
北
条
の
長

ち
ょ
う

福ふ
く

寺じ

が
所
蔵
し
て
い
る
「
予
章
記
」

が
、
愛
媛
県
の
有
形
文
化
財
（
典

籍
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
予
章
記
」
は
中
世
伊
予
に
栄

え
た
河
野
氏
が
自
ら
の
氏
族
の
来

歴
を
記
し
た
も
の
で
、
原
本
は
存

在
し
て
お
ら
ず
、
長
福
寺
所
蔵
の

も
の
は
「
長
福
寺
本
」
と
呼
ば
れ

る
伝
本
の
一
つ
と
し
て
最
も
広
く

一
般
に
流
布
し
て
い
ま
す
。
長
福

寺
中
興
開
山
で
あ
る
南な
ん

明め
い

禅ぜ
ん

師じ

の

手
に
よ
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
書

写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
西
条
市
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
伊
予

の
歴
史
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な

史
料
で
あ
る
と
し
て
、
今
回
、
県

指
定
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

社
会
教
育
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８

日
台
の
交
流
を
深
め
る

サ
ミ
ッ
ト
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日
本
と
台
湾
の
観
光
交
流
を
促

進
す
る
た
め
、「
日
台
観
光
サ
ミ

ッ
ト
」
が
毎
年
、
日
本
と
台
湾
で

交
互
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
四
国
で
の
開
催
と
な
り
、
こ
の

一
環
と
し
て
「
日
台
鉄
道
観
光
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
６
月
２
日
㈮
に
当

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
は
、
日
本
と
台
湾
の
旅
行
業

・
観
光
業
関
係
者
な
ど
約
３
０
０

人
が
参
加
予
定
で
す
（
一
般
入
場

は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
を
記
念

し
て
、
展
示
会
を
実
施
し
ま
す
。

展
示
会
へ
は
ど
な
た
で
も
お
越
し

い
た
だ
け
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
展

「
日
本
と
台
湾　

鉄
道
が
繋
ぐ
未

来
〜
西
条
市
が
生
ん
だ
３
偉
人
の

功
績
〜
」

期
間　

６
月
３
日
㈯
〜
８
日
㈭

※
５
日
㈪
を
除
く

時
間　

９
時
30
分
〜
17
時

場
所　

総
合
文
化
会
館　

展
示
室

主
な
展
示
内
容

　

当
市
が
誇
る
３
人
の
偉
人
、
十

河
信
二
氏
、
松
木
幹
一
郎
氏
、
佐

伯
勇
氏
の
功
績
や
、
市
が
所
蔵
す

る
鉄
道
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。
十

河
氏
が
国
鉄
総
裁
時
代
の
国
鉄
資

料
や
新
幹
線
建
設
に
関
す
る
資
料
、

松
木
氏
が
完
成
さ
せ
た
台
湾
の
水

力
発
電
所
周
辺
の
地
形
立
体
模
型
、

佐
伯
氏
に
関
す
る
近
鉄
関
係
の
写

真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ほ
か
に

四
国
鉄
道
文
化
館
の
名
誉
顧
問
で

あ
っ
た
増
田
浩
三
氏
の
鉄
道
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
も
展
示
予
定
で
す
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

観
光
振
興
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
６

2広報さいじょう　2017　６月号

　丹原町長野出身。東京
帝大を卒業後、近鉄グル
ープの総帥として生涯を
社業の隆盛にささげまし
た。郷土丹原をこよなく
愛し、佐伯記念育英会の
設立や佐伯記念館・郷土
資料館の建設など、教育
・文化の進展に寄与。

佐伯　勇氏
　河原津出身。東京帝大
卒業後、鉄道院理事、台
湾電力㈱社長等を歴任。
当時アジア最大の発電量
となる水力発電所を台湾
の日月潭に完成させ、台
湾の電化に尽力された功
績から「台湾電力の父」
と呼ばれています。

松木幹一郎氏
　現在の新居浜市旧中萩
町出身。東京帝大を卒業
後、鉄道省経理局長、南
満州鉄道理事等を歴任。
旧西条市の第２代市長と
して市政の進展に尽力。
国鉄総裁として新幹線の
生みの親となるなど、鉄
道事業の発展に寄与。

十河信二氏

予讃線で台湾鉄道カラーの特急いしづちが運行中▲

「
予よ

し
ょ
う
き

章
記
」
が

県
文
化
財
に
指
定

西条／鉄道／台湾

未
来
未
来

日
本
と
台
湾

　鉄
道
が
繋つ

な

ぐ

日
台
鉄
道
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
展

「新幹線の生みの親」十河信二氏ゆかりの地
である当市には、四国初の本格的な鉄道資料
館「四国鉄道文化館」があります。「台湾電
力の父」と呼ばれる松木幹一郎氏や、近鉄社
長を務めた佐伯勇氏は当市の出身者です。


